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研究し， 1010 n/cm2 以上のブルーエンスで電子キャリアの移動度と寿命が減少することなど， CdTe 検出器の核融合14
MeV 中性子による耐性を始めて実験的に明らかにしている。
3 )重水素イオン注入効果について， CdTe 中欠陥の不活性化とそのメカニズムを明らかとし，電子キャリアの移動度
が増大することを示している。
4 )一定線量の高速中性子を CdTe に予備照射することにより， γ 線に対するエネルギ一分解能が著しく向上するこ
とを発見し，波形弁別と併用することにより CdTe の光子エネルギ一分析性能が大幅に向上することを示している。
以上のように，本論文は CdTe 放射線検出器の放射線照射効果について，ミクロで動的データをうる実験手法を提供
し，高速中性子と荷電粒子(重水素ビーム)の効果を明らかとし，エネルギ一分析性能の大幅改善法を明らかにした
もので，放射線計測及び原子力工学の発展への寄与は大きい。よって本論文は，博士論文としての価値あるものと認
める。
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